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For the purpose of using cupola slag as concrete aggregate, test of the quality of fine aggregate

blended by grinding cupola slag and trial mixing of concrete were performed. As a result, the quality

of the fine aggregate blended by the cupola slag was equivalent to ordinary crushed sand. And as

replacement rastio increase, bleeding of the fresh concrete which blended the fine aggregate increased.

As the replacement reatio increase, strength of the hardening concrete which blended the fine

aggregate decresed.
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１．はじめに

鋳鉄製造工場では，鋳鉄 トン生産するのに1

トンの廃棄物が発生している ．この廃棄物0.34 １）

は，廃砂，スラグ，ダストなどであり，スラグは

路盤材などの道路用骨材の有効利用 が進められ２）

ている．しかし，スラグの有効利用をさらに進め

るためには，道路用骨材以外の他の用途での活用

を進める必要がある．このような中で，コンクリ

ート用骨材への利用が一部で試みられているが，

その場合の試験データは公表されておらず，利用

実績も少ない．

一方，鋳物スラグの類似スラグである鉄鋼スラ

グあるいは一般廃棄物溶融スラグについては，コ

ンクリート骨材としての多くの試験データが公表

されており，鉄鋼スラグについて ，一般廃棄JIS

物溶融スラグについて標準情報（ ）が制定さTR

れている．鋳物スラグが今後，これらのスラグと

同様にコンクリート骨材として利用されるために

は，試験データの積み重ねが必要である．

そこで，コンクリート骨材としてキュポラスラ

グを利用することを目的に，骨材としての性状の
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， （ ）試験 コンクリートの試験練り 試験片での試作

を行ったので以下に報告する．なお，骨材は粒度

により細骨材，粗骨材の 種類に分かれるが，2

今回の対象は細骨材とした．

２．実験方法

２．１ 細骨材の調整

試験項目 キュポラ細骨材 砕砂 規格値(砕砂）

表乾密度(g/cm3) 2.64 2.62

絶乾密度(g/cm3) 2.6 2.6
２.５以上

吸水率(%) 2.60 0.72 ３.０%以下

微粒分量(%) 3.10 1.62
７.０%以下

単位容積質量(kg/㍑) 1.6 1.6

実績率(%) 60.8 62.6

粒形判定実績率(%) 54.3 
５３％以上

有機不純物 淡い 淡い

塩化物量(%) 0.003 0.003

粗粒率(%) 3.04 2.74

安定性(%) 0.3 3.0 10％以下

アルカリシリカ反応性 無害

表 キュポラスラグ細骨材の性状1







合として採用した工場の管理基準内であり，実用

上問題ないと判断される．

図 に長さ変化率の関係を示す．置換率を高5

くすると収縮が小さくなる傾向にあり，キュポラ

細骨材は収縮を押さえる効果があると判断され

る．

４．まとめ

鋳物工場から排出されたキュポラスラグを，粉

砕によりコンクリート用の細骨材として調整し，

コンクリートを試験練りした結果，以下のことが

明らかとなった．

)キュポラスラグを粉砕して調整した細骨材は，1

砕砂と同等の性状である．

)キュポラスラグ細骨材を配合したコンクリー2

トは，ブリーディングが増加する．

)キュポラスラグ細骨材を配合したコンクリー3

トは，置換率を高くすると強度が低下する傾向を

持つ．
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